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(57)【要約】
【課題】連続画像形成中にはクリーニング動作が実行さ
れないインクジェット方式画像形成方法を提供する。
【解決手段】設定暴露時間Ｔａは、ラベルプリンタ１０
が設置された周辺の温度と湿度に応じて変更される。所
要時間がＴｐ３の連続記録動作が終了した後、続いて、
一回の連続記録動作（所要時間Ｔｐ４）を実行する。こ
の実行中にも暴露時間は累積されて、所要時間がＴｐ４
の連続記録動作中に、記録ヘッド暴露累積時間は設定暴
露時間Ｔａに一致する。この一致したタイミングＴがク
リーニングタイミングとなり、原則としては、予備吐が
実行されることとなる。しかし、記録ヘッド暴露累積時
間が設定暴露時間Ｔａに一致したタイミングＴでは予備
吐を実行せずに、所要時間Ｔｐ４の連続記録動作が開始
される前に予備吐を実行する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
インクの吐出を阻害するものを記録ヘッドから除去するクリーニング動作を予め設定した
クリーニングタイミングで実行しながら、記録媒体に画像を形成するインクジェット方式
画像形成方法において、
　連続して画像を形成する連続画像形成中に前記クリーニングタイミングが到来するとき
は、前記クリーニング動作を前記連続画像形成中には実行せずに、前記連続画像形成の開
始前又は終了後に実行することを特徴とするインクジェット方式画像形成方法。
【請求項２】
前記クリーニングタイミングは、前回のクリーニング動作終了後から今回の連続画像形成
終了までの間に記録ヘッドからインクが吐出される回数を予測して累計した吐出ドットカ
ウント累計数に基づいて設定されているものであることを特徴とする請求項１に記載のイ
ンクジェット方式画像形成方法。
【請求項３】
前記クリーニングタイミングは、前回のクリーニング動作終了後から今回の連続画像形成
終了までの間に記録ヘッドのインク吐出面が空気中に暴露されている時間を予測して累積
した記録ヘッド暴露累積時間に基づいて設定されているものであることを特徴とする請求
項１又は２に記載のインクジェット方式画像形成方法。
【請求項４】
前記記録ヘッド暴露累積時間は、該記録ヘッドの周辺温度とその周辺湿度に基づいて設定
されるものであることを特徴とする請求項３に記載のインクジェット方式画像形成方法。
【請求項５】
前記吐出ドットカウント累計数に基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続画像形
成中に到来するか否かを判定し、到来すると判定したときは、前記吐出ドットカウント累
計数に基づく前記クリーニング動作を今回の連続画像形成に先立って実行し、到来しない
と判定したときは、この判定に続いて、前記記録ヘッド暴露累積時間に基づく前記クリー
ニングタイミングが今回の連続画像形成中に到来するか否かを判定し、到来すると判定し
たときは、前記記録ヘッド暴露累積時間に基づく前記クリーニング動作を今回の連続画像
形成に先立って実行することを特徴とする請求項２、３、又は４に記載のインクジェット
方式画像形成方法。
【請求項６】
前記吐出ドットカウント累計数に基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続画像形
成中に到来すると判定したときであっても、前記吐出ドットカウント累計数に基づく前記
クリーニングタイミングが今回の連続画像形成中に再び到来すると判定したときは、画像
形成をしないことを特徴とする請求項５に記載のインクジェット方式画像形成方法。
【請求項７】
前記記録ヘッド暴露累積時間に基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続画像形成
中に到来すると判定したときであっても、前記記録ヘッド暴露累積時間に基づく前記クリ
ーニングタイミングが今回の連続画像形成中に再び到来すると判定したときは、画像形成
をしないことを特徴とする請求項５に記載のインクジェット方式画像形成方法。
【請求項８】
前記吐出ドットカウント累計数に基づくクリーニング動作は、前記記録ヘッド暴露累積時
間に基づくクリーニング動作よりも強い回復力をもった動作であることを特徴とする請求
項５、６、又は７に記載のインクジェット方式画像形成方法。
【請求項９】
前記吐出ドットカウント累計数に基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続画像形
成中に到来するか否かを判定するに際しては、今回の連続画像形成に関するデータに基づ
いて、今回の連続画像形成中に記録ヘッドからインクが吐出される回数を予測することを
特徴とする請求項５から８までのうちのいずれか一項に記載のインクジェット方式画像形
成方法。
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【請求項１０】
前記記録ヘッド暴露累積時間に基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続画像形成
中に到来するか否かを判定するに際しては、今回の連続画像形成に関するデータに基づい
て、今回の連続画像形成中に記録ヘッドのインク吐出面が空気に暴露されている時間を予
測することを特徴とする請求項５から９までのうちのいずれか一項に記載のインクジェッ
ト方式画像形成方法。
【請求項１１】
インクの吐出を阻害するものを記録ヘッドからクリーニング部材で除去するクリーニング
動作を予め設定したクリーニングタイミングで実行しながら、記録媒体に画像を形成する
インクジェット方式画像形成装置において、
　前記クリーニングタイミングを記憶しておくクリーニングタイミング記憶手段と、
　前記クリーニングタイミングが到来したときは、前記クリーニング部材にクリーニング
動作を指示するクリーニング動作指示手段と、
　前回のクリーニング動作終了後から今回の連続画像形成終了までの間に記録ヘッドから
インクが吐出される回数を予測して累計した吐出ドットカウント累計数を記憶しておく吐
出ドットカウント累計数記憶手段と、
　今回の連続画像形成に関するデータに基づいて、前記吐出ドットカウント累計数に基づ
く前記クリーニングタイミングが今回の連続画像形成中に到来するか否かを判定するドッ
トカウントクリーニング判定手段と、
　前記ドットカウントクリーニング判定手段によって、今回の連続画像形成中に前記クリ
ーニングタイミングが到来すると判定されたときは、前記クリーニング動作を今回の連続
画像形成中には実行せずに、今回の連続画像形成の開始前又は終了後に実行するように前
記クリーニング動作指示手段を制御する制御手段とを備えたことを特徴とするインクジェ
ット方式画像形成装置。
【請求項１２】
前回のクリーニング動作終了後から今回の連続画像形成終了までの間に記録ヘッドのイン
ク吐出面が空気中に暴露されている時間を予測して累積した記録ヘッド暴露累積時間を記
憶しておく記録ヘッド暴露累積時間記憶手段と、
　今回の連続画像形成に関するデータに基づいて、前記記録ヘッド暴露累積時間に基づく
前記クリーニングタイミングが今回の連続画像形成中に到来するか否かを判定する暴露時
間クリーニング判定手段と、
　前記ドットカウントクリーニング判定手段又は前記暴露時間クリーニング判定手段によ
って、今回の連続画像形成中に前記クリーニングタイミングが到来すると判定されたとき
は、前記クリーニング動作を今回の連続画像形成中には実行せずに、今回の連続画像形成
の開始前又は終了後に実行するように前記クリーニング動作指示手段を制御する制御手段
とを備えたことを特徴とする請求項１１に記載のインクジェット方式画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクの吐出を阻害するものを記録ヘッドから除去するクリーニング動作を
予め設定したクリーニングタイミングで実行しながら記録媒体に画像を形成するインクジ
ェット方式画像形成方法及びインクジェット方式画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録紙などの記録媒体にインクを吐出して画像を形成するインクジェット方式の画像形
成装置が広く使用されている。このインクジェット方式画像形成装置は、インクを吐出す
るノズルやインク吐出口（ノズルの出口）が複数形成された記録ヘッド（印字ヘッド）を
備えており、複数のインク吐出口は記録ヘッドのほぼ平らなインク吐出口形成面（フェイ
ス面）に形成されている。記録ヘッドには、キャリッジと共に主走査方向に移動しながら
インクを吐出するタイプと、固定されて停止した状態でインクを吐出するタイプ（ライン
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ヘッドタイプ）とがある。
【０００３】
　上記した画像形成装置では、画像形成中（記録中）や待機中（非記録中）に、記録ヘッ
ドのノズルやインク吐出口の周りに増粘したインクやゴミなど（インクの吐出を阻害する
もの）が溜まって、インク吐出不良や記録の乱れといった不具合が発生することがある。
このような不具合を解決する技術として、記録ヘッド内部を加圧してノズルから増粘イン
クや泡、ゴミなどを押し出す加圧回復、弾性体からなるクリーニングブレード（クリーニ
ング部材）でフェイス面を払拭するワイプ、などのクリーニング技術が知られている。ま
た、画像形成のためではなく増粘インクやごみを除去するために記録ヘッドからインクを
空吐出（予備吐）する技術も知られている。
【０００４】
　上記したクリーニング動作や空吐出の際には、画像形成（記録動作）を一時的に中断せ
ざるを得ない。この中断にかかる時間の影響を抑えるために非記録中にクリーニング動作
を実行してクリーニング動作による画像形成時間の遅延を抑える技術が知られている（例
えば、特許文献１参照。）。また、ホストコンピュータからの指示に基づいて定期的にク
リーニング動作を実行することにより、クリーニング動作に起因する画像形成の中断時間
を低減させる技術が知られている（例えば、特許文献２参照。）。
【０００５】
　しかし、上記のような従来の技術では、以下のような問題がある。
【０００６】
　印刷ボリューム（連続して画像を形成する連続画像形成の画像量）が大きい場合、画像
形成の前にクリーニング動作を実行しても、画像形成中にも再びクリーニング動作を実行
することがある。このような場合では、上記の従来の技術では、画像形成の中断時間を低
減させることはできない。即ち、画像形成中にクリーニング動作が実行されることとなる
。クリーニング動作が実行されるタイミング（クリーニングタイミング）は、記録ヘッド
から吐出されるインクの合計量や記録ヘッドの記録状態の経過時間などに基づく条件で予
め設定されていることが多い。このため、その条件が成立した時点で画像形成装置が自動
的にクリーニング動作を実行し、ユーザの意図しないタイミングで記録動作の中断および
クリーニング動作が実行されてしまう。
【０００７】
　ところで、帯状の台紙の長手方向に仮着された複数枚のラベルに次々に連続して記録を
行う（連続して画像を形成する）インクジェット方式画像形成装置（一般には、ラベルプ
リンタと呼ばれる）が知られている。このラベルプリンタでは、外部機器と同期してラベ
ルに画像を形成したり、画像形成終了後の後工程でラベルの貼り付け作業を行ったりする
使用方法もある。このため、上記したようなユーザの意図しないタイミングで画像形成が
中断されたときは、外部機器との同期がとれなくなったり、後工程の作業が煩雑になるな
どの問題がある。
【０００８】
　また、ラベルプリンタには、一括で記録を行う（複数枚のラベルに連続して画像を形成
する）単位をユーザが予め指示する機能を備えているタイプのものがある（例えば、特許
文献３参照。）。このようなタイプのラベルプリンタは、複数枚のラベルに同一内容の記
録をする場合には有効である。しかし、ラベルによって記録内容が変わる場合は、上記の
ようにユーザの意図しないタイミングでクリーニング動作が実行されたとき、ユーザの意
図しないタイミングで記録動作が中断されてクリーニング動作が実行されることとなるの
で、外部機器との同期がとれなくなったり、後工程の作業が煩雑になったりするなどの問
題がある。
【０００９】
　また、上記したラインヘッドタイプの記録ヘッドを記録媒体の搬送方向に複数本並べて
配置したインクジェット方式画像形成装置では、搬送方向最上流の記録ヘッドから搬送方
向最下流の記録ヘッドまでの距離が長くなる。このため、例えば、搬送方向最上流の記録
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ヘッドの下方に位置する記録媒体と、搬送方向最下流の記録ヘッドの下方に位置する記録
媒体とが異なる記録媒体（先行する記録媒体と後行する記録媒体）であることがある。ク
リーニング動作のために画像形成を中断させる場合は、画像形成途中の記録媒体（先行す
る記録媒体）については画像形成を終了させて排紙し、後行の記録媒体をクリーニング動
作の妨げにならない搬送方向下流側の位置に移動させておき、その後にクリーニング動作
を実行する。従って、クリーニング終了後に画像形成を再開する場合には、画像形成の終
了していない（画像形成中の）記録媒体（後行の記録媒体）を画像形成可能な位置に移動
させる。このため、後行の記録媒体を搬送方向とは逆の方向に搬送する処理（バックフィ
ード）が必要となり、生産性のさらなる低下や外部機器との同期、後工程の処理の煩雑さ
に関して大きな問題となる。
【特許文献１】特開２００５－３４９８４１号公報
【特許文献２】特開２００４－３５８７９１号公報
【特許文献３】特開昭６２－１８２０２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上記事情に鑑み、連続画像形成中にはクリーニング動作が実行されないイン
クジェット方式画像形成方法及びインクジェット方式画像形成装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するための本発明インクジェット方式画像形成方法は、インクの吐出を
阻害するものを記録ヘッドから除去するクリーニング動作を予め設定したクリーニングタ
イミングで実行しながら、記録媒体に画像を形成するインクジェット方式画像形成方法に
おいて、
（１）連続して画像を形成する連続画像形成中に前記クリーニングタイミングが到来する
ときは、前記クリーニング動作を前記連続画像形成中には実行せずに、前記連続画像形成
の開始前又は終了後に実行することを特徴とするものである。
【００１２】
　ここで、
（２）前記クリーニングタイミングは、前回のクリーニング動作終了後から今回の連続画
像形成終了までの間に記録ヘッドからインクが吐出される回数を予測して累計した吐出ド
ットカウント累計数に基づいて設定されているものであってもよい。
【００１３】
　さらに、
（３）前記クリーニングタイミングは、前回のクリーニング動作終了後から今回の連続画
像形成終了までの間に記録ヘッドのインク吐出面が空気中に暴露されている時間を予測し
て累積した記録ヘッド暴露累積時間に基づいて設定されているものであってもよい。
【００１４】
　さらにまた、
（４）前記記録ヘッド暴露累積時間は、該記録ヘッドの周辺温度とその周辺湿度に基づい
て設定されるものであってもよい。
【００１５】
　さらにまた、
（５）前記吐出ドットカウント累計数に基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続
画像形成中に到来するか否かを判定し、到来すると判定したときは、前記吐出ドットカウ
ント累計数に基づく前記クリーニング動作を今回の連続画像形成に先立って実行し、到来
しないと判定したときは、この判定に続いて、前記記録ヘッド暴露累積時間に基づく前記
クリーニングタイミングが今回の連続画像形成中に到来するか否かを判定し、到来すると
判定したときは、前記記録ヘッド暴露累積時間に基づく前記クリーニング動作を今回の連
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続画像形成に先立って実行してもよい。
【００１６】
　さらにまた、
（６）前記吐出ドットカウント累計数に基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続
画像形成中に到来すると判定したときであっても、前記吐出ドットカウント累計数に基づ
く前記クリーニングタイミングが今回の連続画像形成中に再び到来すると判定したときは
、画像形成をしなくてもよい。
【００１７】
　さらにまた、
（７）前記記録ヘッド暴露累積時間に基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続画
像形成中に到来すると判定したときであっても、前記記録ヘッド暴露累積時間に基づく前
記クリーニングタイミングが今回の連続画像形成中に再び到来すると判定したときは、画
像形成をしなくてもよい。
【００１８】
　さらにまた、
（８）前記吐出ドットカウント累計数に基づくクリーニング動作は、前記記録ヘッド暴露
累積時間に基づくクリーニング動作よりも強い回復力をもった動作であってもよい。
【００１９】
　さらにまた、
（９）前記吐出ドットカウント累計数に基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続
画像形成中に到来するか否かを判定するに際しては、今回の連続画像形成に関するデータ
に基づいて、今回の連続画像形成中に記録ヘッドからインクが吐出される回数を予測して
もよい。
【００２０】
　さらにまた、
（１０）前記記録ヘッド暴露累積時間に基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続
画像形成中に到来するか否かを判定するに際しては、今回の連続画像形成に関するデータ
に基づいて、今回の連続画像形成中に記録ヘッドのインク吐出面が空気に暴露されている
時間を予測してもよい。
【００２１】
　また、上記目的を達成するための本発明インクジェット方式画像形成装置は、インクの
吐出を阻害するものを記録ヘッドからクリーニング部材で除去するクリーニング動作を予
め設定したクリーニングタイミングで実行しながら、記録媒体に画像を形成するインクジ
ェット方式画像形成装置において、
（１１）　前記クリーニングタイミングを記憶しておくクリーニングタイミング記憶手段
と、
（１２）前記クリーニングタイミングが到来したときは、前記クリーニング部材にクリー
ニング動作を指示するクリーニング動作指示手段と、
（１３）前回のクリーニング動作終了後から今回の連続画像形成終了までの間に記録ヘッ
ドからインクが吐出される回数を予測して累計した吐出ドットカウント累計数を記憶して
おく吐出ドットカウント累計数記憶手段と、
（１４）今回の連続画像形成に関するデータに基づいて、前記吐出ドットカウント累計数
に基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続画像形成中に到来するか否かを判定す
るドットカウントクリーニング判定手段と、
（１５）前記ドットカウントクリーニング判定手段によって、今回の連続画像形成中に前
記クリーニングタイミングが到来すると判定されたときは、前記クリーニング動作を今回
の連続画像形成中には実行せずに、今回の連続画像形成の開始前又は終了後に実行するよ
うに前記クリーニング動作指示手段を制御する制御手段とを備えたことを特徴とするもの
である。
【００２２】
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　ここで、
（１６）前回のクリーニング動作終了後から今回の連続画像形成終了までの間に記録ヘッ
ドのインク吐出面が空気中に暴露されている時間を予測して累積した記録ヘッド暴露累積
時間を記憶しておく記録ヘッド暴露累積時間記憶手段と、
（１７）今回の連続画像形成に関するデータに基づいて、前記記録ヘッド暴露累積時間に
基づく前記クリーニングタイミングが今回の連続画像形成中に到来するか否かを判定する
暴露時間クリーニング判定手段と、
（１８）前記ドットカウントクリーニング判定手段又は前記暴露時間クリーニング判定手
段によって、今回の連続画像形成中に前記クリーニングタイミングが到来すると判定され
たときは、前記クリーニング動作を今回の連続画像形成中には実行せずに、今回の連続画
像形成の開始前又は終了後に実行するように前記クリーニング動作指示手段を制御する制
御手段とを備えてもよい。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、連続画像形成中（連続画像形成の途中）ではクリーニング動作が実行
されずに、連続画像形成の開始前又は終了後に実行されるので連続画像形成が中断されな
い。このため、生産性の低下（印刷効率の低下）や外部機器との同期や後工程の処理の煩
雑さを回避できる。また、連続画像形成の開始前にクリーニング動作を実行したときは、
画質の低下も防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　本発明は、帯状の台紙の長手方向に仮着された複数枚のラベルに次々に連続して画像を
形成するラベルプリンタに実現された。
【実施例１】
【００２５】
　図１と図２を参照して、本発明の一例であるラベルプリンタの概略構造を説明する。
【００２６】
　図１は、本発明の一例であるラベルプリンタにホストコンピュータが接続されたシステ
ム構成を示す説明図である。図２は、図１のラベルプリンタの概略構成を模式的に示す正
面図である。
【００２７】
　ラベルプリンタ１０と、情報処理装置としてのホストコンピュータ（ホスト装置）１２
は、ケーブル１４によって接続されている。ホストコンピュータ１２は、画像データ、用
紙サイズ情報、及び連続記録枚数情報（連続して次々に画像を形成するラベルの枚数を担
持した情報）などを制御コマンドとしてケーブル１４を経由させてラベルプリンタ１０に
出力する。また、ホストコンピュータ１２は、ラベルプリンタ１０のステータス情報（エ
ラー情報など各種の情報）を制御コマンドとして受信することにより、ラベルプリンタ１
０のステータスを使用者に通知する。
【００２８】
　ラベルプリンタ１０は、帯状の台紙の長手方向に複数枚のラベルが仮着された連続ラベ
ル紙（記録媒体の一例である）２０の複数枚のラベルに連続して次々に画像を形成できる
。何枚のラベルに連続して次々に画像を形成するかは、ユーザが適宜に設定できる。連続
ラベル紙２０はロールユニット２２に装着されている。連続ラベル紙２０は、搬送モータ
３２や搬送ベルト３４を備えた搬送部に供給されて矢印Ａ方向に搬送される。
【００２９】
　ラベルプリンタ１０には、ブラック（Ｋ）インク吐出用の記録ヘッド４０Ｋ、シアン（
Ｃ）インク吐出用の記録ヘッド４０Ｃ、マゼンタ（Ｍ）インク吐出用の記録ヘッド４０Ｍ
、イエロー（Ｙ）インクと吐出用の記録ヘッド４０Ｙが配置されている。これらの記録ヘ
ッド４０Ｋ、４０Ｃ、４０Ｍ、４０Ｙはフルラインタイプのインクジェット記録ヘッドで
あり、連続ラベル紙２０上に仮着されたラベル片の幅に相当する長さのノズル列を有する
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。これら４本の記録ヘッド４０Ｋ、４０Ｃ、４０Ｍ、４０Ｙから、それぞれブラック、シ
アン、マゼンタ、イエローのインクを吐出することによって、フルカラーの画像を各ラベ
ルに形成できる。ラベルプリンタ１０は、ホストコンピュータ１２から指示された連続記
録枚数分の記録を行い停止する。
【００３０】
　各記録ヘッド４０Ｋ、４０Ｃ、４０Ｍ、４０Ｙから吐出されるインクは、各色ごとに対
応するインクカートリッジ４２Ｋ、４２Ｃ、４２Ｍ、４２Ｙからポンプ（図示せず）によ
って供給される。
【００３１】
　ロールユニット２２は、連続ラベル紙２０が装着されるロール駆動軸２４、連続ラベル
紙２０の弛みによって位置が変化するロールセンサレバー２６、およびロール駆動軸２４
を駆動する給紙モータ７９（図３参照）などを備えている。ロールセンサレバー２６の位
置に応じて給紙モータ７９（図３参照）を駆動および停止制御することによって連続ラベ
ル紙２０が安定的に給紙される。
【００３２】
　ラベルプリンタ１０には、各記録ヘッド４０Ｋ、４０Ｃ、４０Ｍ、４０Ｙのフェイス面
４４Ｋ、４４Ｃ、４４Ｍ、４４Ｙから増粘インクやごみを除去して清掃するクリーニング
ユニット５０が備えられている。クリーニングユニット５０は、各フェイス面４４Ｋ、４
４Ｃ、４４Ｍ、４４Ｙに付着している増粘インクやごみを拭き取るワイプブレードや、各
記録ヘッド４０Ｋ、４０Ｃ、４０Ｍ、４０Ｙから空吐出を行った際のインクを受ける桶な
どから構成されている。各記録ヘッド４０Ｋ、４０Ｃ、４０Ｍ、４０Ｙに対応するように
４つのクリーニングユニット５０Ｋ、５０Ｃ、５０Ｍ、５０Ｙが配置されており、更に２
つのクリーニングユニットが予備のために配置されている。これらのクリーニングユニッ
ト５０Ｋ、５０Ｃ、５０Ｍ、５０Ｙ等は、クリーニングユニット制御モータ７４（図３参
照）によって位置制御されて記録ヘッドのクリーニングやキャッピングが行われる。
【００３３】
　図３を参照して、ラベルプリンタ１０の電気的な系統を説明する。
【００３４】
　図３は、図２のラベルプリンタの電気的な系統を示すブロック図である。
【００３５】
　ホストコンピュータ１２では、記録用の画像データ等を、制御コマンドとしてラベルプ
リンタ１０に転送して、記録処理の開始を指示する。また、ホストコンピュータ１２では
、ラベルプリンタ１０によって記録するラベル片の枚数、連続ラベル紙２０の種類やサイ
ズ等を指示するための用紙設定コマンド、記録速度コマンドおよび、連続記録枚数情報コ
マンドをラベルプリンタ１０に送信することができる。
【００３６】
　ラベルプリンタ１０は、通信ドライバ６２によって通信を制御することにより、ホスト
コンピュータ１２からのコマンド（データコマンド、用紙設定コマンドなど）を受信する
。ラベルプリンタ１０では、受信した画像データが各色成分のイメージデータとしてＲＡ
Ｍ４６Ｋ，４６Ｃ，４６Ｍ，４６Ｙのそれぞれにビットマップ展開して描画される。ＲＡ
Ｍ４６Ｋ，４６Ｃ，４６Ｍ，４６Ｙには、それぞれブラック（Ｋ），シアン（Ｃ），マゼ
ンタ（Ｍ），イエロー（Ｙ）のインクに対応する色成分のイメージデータがビットマップ
展開される。また、ラベル片の枚数、サイズ、及び記録枚数などの用紙設定コマンドは、
ＲＡＭ６４Ｒに格納される。データコマンドと用紙設定コマンドなどがＲＡＭ４６Ｋ，４
６Ｃ，４６Ｍ，４６Ｙのそれぞれに展開されてから、各記録ヘッド４０Ｋ、４０Ｃ、４０
Ｍ、４０Ｙがヘッド機構制御モータ６６によって記録位置へ移動される。
【００３７】
　複数枚のラベルに画像を形成する際には、連続ラベル紙２０の搬送に同期して、メイン
コントローラ６８がＲＡＭ４６Ｋ～４６Ｙそれぞれから対応する色の画像データを順次に
読み出す。それらの画像データは、ヘッド駆動回路７０を経由して、対応する色のインク
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を吐出する記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙに出力される。記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙそれぞれ
は、入力された画像データに基づいて対応する色のインクを吐出して、ラベルに多色のカ
ラー画像を形成する。なお、上記のメインコントローラ６８は、本発明にいうクリーニン
グ動作指示手段、ドットカウントクリーニング判定手段、暴露時間クリーニング判定手段
、及び制御手段を兼ねている。
【００３８】
　複数の画像データに基づく画像形成（記録）が終了したときや所定時間が経過したとき
は、このタイミング（時刻）が不揮発性ＲＡＭ７２に記憶される。各記録ヘッド４０Ｋ～
４０Ｙそれぞれからインク（インク滴）が吐出された回数（ドットカウント累計）は、各
記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙごとに累計してＲＡＭ６４Ｒに記憶される。この場合、ＲＡＭ
６４Ｒには、前回のクリーニング動作終了後から今回の連続画像形成終了までの間に各記
録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙからインクが吐出される回数を予測して累計した吐出ドットカウ
ント累計数が記憶される。従って、ＲＡＭ６４Ｒは、本発明にいう吐出ドットカウント累
計数記憶手段の一例である。なお、記憶された吐出ドットカウント累計数は、クリーニン
グ動作が実行されたときにクリアされてゼロになり、クリーニング動作後から再びカウン
トされ始める。
【００３９】
　また、ＲＡＭ６４Ｒには、各記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙがキャップされていない位置（
各記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙのフェイス面が空気中に暴露されている位置）にいる時間の
累積時間も記憶される。この場合、ＲＡＭ６４Ｒには、前回のクリーニング動作終了後か
ら今回の連続画像形成終了までの間に記録ヘッドのインク吐出面が空気中に暴露されてい
る時間を予測して累積した記録ヘッド暴露累積時間が記憶される。従って、ＲＡＭ６４Ｒ
は、本発明にいう記録ヘッド暴露累積時間記憶手段の機能も有する。なお、記憶された記
録ヘッド暴露累積時間は、クリーニング動作が実行されたときにクリアされてゼロになり
、クリーニング動作後から再びカウントされ始める。
【００４０】
　クリーニング動作を実行する際には、クリーニングユニット制御モータ７４によってク
リーニングユニット５０（図２参照）を移動させてフェイス面を清掃する。また、クリー
ニング動作として空吐出を実行する場合も、空吐出されたインクを受ける位置にクリーニ
ングユニット制御モータ７４によってクリーニングユニット５０が移動させられる。また
、記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙの周辺温度及び周辺湿度を測定する温度センサ及び湿度セン
サ（いずれも図示せず）からの測定値や、各機構部の位置検出センサなどからの検出デー
タは、ＩＯポート７６を経由してメインコントローラ６８に入力される。これらの各制御
は、ＲＯＭ７８に記憶されている制御プログラムをメインコントローラ６８が実行するこ
とにより行われる。なお、ＲＯＭ７８は、本発明にいうクリーニングタイミング記憶手段
の一例であり、後述する図７に示す暴露時間テーブルが記憶されている。
【００４１】
　図４を参照して、連続ラベル紙２０について説明する。
【００４２】
　図４は、連続ラベル紙の一部を示す平面図である。
【００４３】
　連続ラベル紙２０は長尺のものであり、中空部を有する円柱状の巻芯にロール状に巻か
れた形態となっている。連続ラベル紙２０の台紙２０ａには、表面に記録が可能であるラ
ベル片２０ｂが等間隔で仮着されている。ラベルプリンタ１０により、フォームデータに
対してページ毎に可変可能なフィールドデータを重ね合わせることより、ラベル紙２０毎
に異なる画像を高速に記録することが可能である。本例では、フォームデータが枠線２０
ｃであり、フィールドデータが文字列２０ｄやバーコード２０ｅである。
【００４４】
　図５、図６、及び図７を参照して、記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙからのインクの吐出を阻
害するものを各記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙから除去するクリーニング動作を実行する予め



(10) JP 2008-213298 A 2008.9.18

10

20

30

40

50

設定されたクリーニングタイミングと、このクリーニングタイミングの変更について説明
する。
【００４５】
　図５は、ラベルプリンタ１０が使用される環境に基づいて設定されるクリーニングタイ
ミングの一例を示す説明図である。図６は、記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙからインク滴が吐
出された回数（吐出ドットカウント）基づいて設定されるクリーニングタイミングの一例
を示す説明図である。図７は、温度と湿度によって変更される設定時間を示す説明図であ
る。
【００４６】
　上記のラベルプリンタ１０では、クリーニング動作が原則として実行される条件として
２つの条件が設定されている。２つの条件によって実行されるクリーニング動作の内容（
種類）は相違する。
【００４７】
　第１の条件（第１条件）は、記録ヘッドのフェイス面がキャッピングされていない状態
（フェイス面が空気中に暴露されている状態）の累積時間（記録ヘッド暴露累積時間）が
予め設定された時間（設定暴露時間Ｔａ）になる条件である。記録ヘッド暴露累積時間が
設定暴露時間になったときは原則としてクリーニング動作が実行されるが、後述するよう
に実行されないこともある。この場合のクリーニング動作は予備吐が行われるが、これを
便宜的にクリーニングＡとする。予備吐を行うことにより、設定暴露時間の間一度も吐出
されないノズルがあった場合でも、そのノズルのフェイス面近くにあり水分が大気中に蒸
発して粘度が上がったインクを吐出し、吐出の不具合を防止することができる。
【００４８】
　第２の条件（第２条件）は、記録ヘッドからインク滴が吐出された回数（吐出ドットカ
ウント累計数）が予め設定されたドット数（設定ドット数）になる条件である。吐出ドッ
トカウント累計数が設定ドット数になったときは原則としてクリーニング動作が実行され
るが、後述するように実行されないこともある。この場合のクリーニング動作は、加圧回
復を行ってからクリーニングブレードでフェイス面を払拭するワイプを行い、さらに予備
吐するもので、これを便宜的にクリーニングＢとする。クリーニングＢは、クリーニング
動作としては前記クリーニングＡより強力なもので、加圧して増粘インクやゴミを押し出
し、それをふき取り、さらに予備吐を行うことで、強い回復力を発揮する。
【００４９】
　先ず、図５と図７を参照して、クリーニングＡのタイミングについて説明する。
【００５０】
　設定暴露時間Ｔａは、図７に示すように、ラベルプリンタ１０が設置された（記録ヘッ
ドの）周辺の温度と湿度に応じて変更される。例えば、温度が５℃以下で湿度が７５％を
超えるときは設定暴露時間Ｔａは１００秒となり、温度が２５℃を超えて湿度が２５％以
下のときは設定暴露時間Ｔａは８０秒となる。記録ヘッド暴露累積時間が設定暴露時間Ｔ
ａになったときはクリーニングタイミングとなって原則としてクリーニングＡが実行され
る。図７に示すテーブルはＲＯＭ７８に記憶されている。温度と湿度は上述した温度セン
サ及び湿度センサ（いずれも図示せず）で測定されて、ＩＯポート７６を経由してメイン
コントローラ６８に入力される。メインコントローラ６８では、ＲＯＭ７８からこのテー
ブルを読み出して設定暴露時間Ｔａを選択する。
【００５１】
　ラベルプリンタ１０では、ホストコンピュータ１２（図３参照）から指定された連続記
録枚数ずつ記録動作を行う。ここでいう連続記録枚数とは、ラベルに連続して画像を形成
する（連続画像形成する）際のラベルの枚数をいう。図５に表すＴｐ１、Ｔｐ２、Ｔｐ３
、Ｔｐ４はそれぞれ、一回の連続画像形成（連続記録動作）にかかった時間を表す。ラベ
ルに画像形成中には記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙが記録位置にあるので、記録ヘッド４０Ｋ
～４０Ｙが大気中に暴露している時間の累積（記録ヘッド暴露累積時間）は、クリーニン
グＡ（前回）を実行してから、一回の連続記録動作が終了するごとに時間Ｔｐずつ加算さ
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れることとなる。連続記録動作中にもその進行に応じて暴露時間は累積される。即ち、ク
リーニングＡ（前回）の後に一回の連続記録動作（所要時間はＴｐ１）が終了したときは
、記録ヘッド暴露累積時間はＴｐ１となる。その後、続いて、一回の連続記録動作（所要
時間はＴｐ２）が終了したときは、記録ヘッド暴露累積時間はＴｐ１＋Ｔｐ２となる。そ
の後、続いて、一回の連続記録動作（所要時間はＴｐ３）が終了したときは、記録ヘッド
暴露累積時間はＴｐ１＋Ｔｐ２＋Ｔｐ３となる。
【００５２】
　所要時間がＴｐ３の連続記録動作が終了した後、続いて、一回の連続記録動作（所要時
間はＴｐ４）を実行する。この実行中にも暴露時間は累積されて、所要時間がＴｐ４の連
続記録動作中に、記録ヘッド暴露累積時間は設定暴露時間Ｔａに一致する。この一致した
タイミングＴがクリーニングタイミングとなり、原則としては、クリーニングＡが実行さ
れることとなる。しかし、所要時間がＴｐ４の連続記録動作中にクリーニングＡを実行し
た場合は記録動作が中断されるので、本実施例では、記録ヘッド暴露累積時間が設定暴露
時間Ｔａに一致したタイミングＴではクリーニングＡを実行せずに、所要時間Ｔｐ４の連
続記録動作が開始される前（又は、終了後）にクリーニングＡを実行する。この結果、ホ
ストコンピュータ１２が指示した連続記録中には、クリーニング動作の実行や記録動作の
中断・バックフィードが行われることが防止される。
【００５３】
　上記した第２の条件（第２条件）について説明する。
【００５４】
　第２の条件は、上述したように、記録ヘッドからインク滴が吐出された回数（吐出ドッ
トカウント累計数）が予め設定されたドット数（設定ドット数）になる条件である。この
条件を満たしたときは原則としてクリーニングＢが実行されるが、後述するように実行さ
れないこともある。
【００５５】
　設定ドット数は、各記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙの特性に応じて数値Ｎｂが予め設定され
ている。ラベルプリンタ１０では、ホストコンピュータ１２（図３参照）から指定された
連続記録枚数ずつ記録動作を行う。
図６に表すＮｐは、一回の連続画像形成（連続記録動作）においていずれか一つの記録ヘ
ッドからインク滴が吐出された累計数（合計回数）を表す。クリーニングＢ（前回）を実
行してから、一回の連続記録動作が終了するごとに吐出ドットカウントはＮｐ１、Ｎｐ２
……と加算されることとなる。連続記録動作中にもその進行に応じて吐出ドットカウント
は累計される。即ち、クリーニングＢ（前回）の後に一回の連続記録動作（合計の吐出ド
ットカウントはＮｐ１）が終了したときは、吐出ドットカウント累計数はＮｐ１となる。
その後、続いて、一回の連続記録動作（合計の吐出ドットカウントはＮｐ２）が終了した
ときは、吐出ドットカウント累計数はＮｐ１＋Ｎｐ２となる。その後、続いて、一回の連
続記録動作（合計の吐出ドットカウントはＮｐ３）が終了したときは、吐出ドットカウン
ト累計数はＮｐ１＋Ｎｐ２＋Ｎｐ３となる。
【００５６】
　合計の吐出ドットカウントがＮｐ３の連続記録動作が終了した後、続いて、一回の連続
記録動作（合計の吐出ドットカウントはＮｐ４）を実行する。この実行中にも吐出ドット
カウントは累計されて、合計吐出ドットカウントがＮｐ４の連続記録動作中に、吐出ドッ
トカウント累計数は設定ドット数Ｎｂに一致する。この一致したタイミングＴがクリーニ
ングタイミングとなり、原則としては、クリーニングＢが実行されることとなる。しかし
、合計吐出ドットカウントがＮｐ４の連続記録動作中にクリーニングＢを実行した場合は
記録動作が中断されるので、本実施例では、吐出ドットカウント累計数が設定ドット数Ｎ
ｂに一致したタイミングＴではクリーニングＢを実行せずに、合計吐出ドットカウントが
Ｎｐ４の連続記録動作が開始される前（又は、終了後）にクリーニングＢを実行する。こ
の結果、ホストコンピュータ１２が指示した連続記録中には、クリーニング動作の実行や
記録動作の中断・バックフィードが行われることが防止される。
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【００５７】
　吐出ドットカウントは記録データに依存するので、受信済みの記録データに基づいて指
定記録枚数分の吐出ドットカウントを予測する。具体的には指定連続記録枚数が１０枚で
あり、受信済みのデータが３枚分であって残り７枚のデータは記録動作中に受信を行うよ
うな場合、受信済みの３枚のデータより１０枚分のデータを予測する。例えば３枚分のデ
ータの累計が３０００ドットであるとしたときは、１０枚分のデータは１００００ドット
と予測する。記録データにより吐出ドットカウントが大きく変わるようであれば、予測ド
ット数に係数をかけることとなる。この予測は、メインコントローラ６８で行われ、予測
結果はＲＡＭ６４Ｒに記憶される。
【００５８】
　上述したように、連続して画像を形成する連続画像形成中にクリーニングタイミングが
到来するときは、クリーニング動作を連続画像形成中には実行せずに、連続画像形成の開
始前（又は終了後）に実行する。これにより連続画像形成が中断されないので、生産性の
低下（印刷効率の低下）や外部機器との同期や後工程の処理の煩雑さを回避できる。また
、連続画像形成の開始前にクリーニング動作を実行したときは、画質の低下も防止できる
。
【００５９】
　図８を参照して、本発明のインクジェット方式画像形成方法の一例を説明する。
【００６０】
　図８は、本発明のインクジェット方式画像形成方法の一例を示すフロー図である。
【００６１】
　このフローは、ホストコンピュータ１２（図３参照）からラベルプリンタ１０（図３参
照）に今回の連続画像形成を開始する開始信号が送信されてきたときに起動する。ホスト
コンピュータ１２から記録データ、用紙サイズ、記録速度、指定連続記録枚数などのコマ
ンドデータが送信されて、ラベルプリンタ１０で受信される（Ｓ８０１）。この受信され
た記録データに基づいてメインコントローラ６８（図３参照）では、今回の連続画像形成
において画像形成するラベルの枚数分（指定連続記録枚数分）の画像形成（記録）を行っ
た後における吐出ドットカウントの合計が予測される（予測処理が実行される）（Ｓ８０
２）。即ち、今回の連続画像形成において例えば記録ヘッド４０Ｋから吐出されるインク
滴の合計回数がメインコントローラ６８によって予測される。また、ラベルプリンタ１０
は、次ページ以降の記録データ受信を引き続き継続して受信する。
【００６２】
　Ｓ８０２において予測された吐出ドットカウント（予測吐出ドットカウント）は、今回
の連続画像形成が開始される前に累計されてＲＡＭ６４Ｒに記憶されているドットカウン
ト累計に加算されて、この加算値が、ＲＡＭ６４Ｒに新たにドットカウント累計として記
憶される。続いて、この新たなドットカウント累計と、設定ドット数Ｎｂ（上記のクリー
ニングＢを原則として実行するために予め設定したドット数）とをメインコントローラ６
８（図３参照）において比較する（Ｓ８０３）。メインコントローラ６８（図３参照）に
おいてドットカウント累計が設定ドット数Ｎｂよりも大きい（Ｙｅｓ）と判定されたとき
はＳ８０４に進む。Ｓ８０４では、メインコントローラ６８（図３参照）で上記の予測吐
出ドットカウント（今回の連続画像形成だけにおけるインク滴の吐出回数）を設定ドット
数Ｎｂとを比較する。上記の予測吐出ドットカウントが設定ドット数Ｎｂよりも小さいと
判定されたときは、今回の連続画像形成の開始前にクリーニングユニット制御モータ７４
（図３参照）等を駆動させてクリーニングＢを実行する（Ｓ８０５）。このクリーニング
Ｂによって記録ヘッドからはインクが正常に吐出されることとなる。また、上記の予測吐
出ドットカウントは設定ドット数Ｎｂよりも小さいので、今回の連続画像形成の途中でク
リーニングＢが実行されることはない。Ｓ８０５でクリーニングＢが実行されたので、Ｓ
８０５に続いて、ＲＡＭ６４Ｒに記憶されているドットカウント累計（クリーニングＢ用
のカウンタ）及び後述のヘッド暴露累積時間（クリーニングＡ用のカウンタ）をクリアし
てゼロにし（Ｓ８０６）、今回の連続画像形成動作（記録動作）を開始する（Ｓ８１３）
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。なお、クリーニングＡ用のカウンタもクリアする理由は、クリーニングＡよりもクリー
ニングＢがより強力なクリーニングであって記録ヘッドのインク吐出状態はいっそう正常
になるからである。
【００６３】
　Ｓ８０４において、メインコントローラ６８（図３参照）で上記の予測吐出ドットカウ
ントが設定ドット数Ｎｂよりも大きいと判定されたときは、今回の連続画像形成の開始前
にクリーニングＢを実行しても、今回の連続画像形成中に再びクリーニングタイミングが
到来し、連続画像形成が中断されることとなる。そこで、Ｓ８０４において上記の予測吐
出ドットカウントが設定ドット数Ｎｂよりも大きいとき（Ｙｅｓのとき）は、ラベルプリ
ンタ１０にエラー表示をし（Ｓ８１４）、ホストコンピュータ１２より連続記録枚数の再
指定を待ち（Ｓ８１５）、再度指定された枚数を元にＳ８０２の吐出ドットカウントの予
測処理に戻りその後の処理を行う。
【００６４】
　Ｓ８０３においてドットカウント累計が設定ドット数Ｎｂよりも小さいと判定されたと
き（Ｎｏのとき）は、クリーニングＡの条件確認処理（Ｓ８０７）に移行する。Ｓ８０７
では、ラベルプリンタ１０近傍の温度と湿度を検出して、この検出値に基づいてメインコ
ントローラ６８（図３参照）では、図７の暴露時間テーブルからクリーニングＡの条件で
ある時間Ｔａ（ＲＯＭ７８に記憶されている）を取得する（Ｓ８０７）。続いて、今回の
連続画像形成におけるラベル枚数（指定記録枚数）と、今回の連続画像形成の速度（指定
記録速度）とに基づいて、メインコントローラ６８（図３参照）で今回の連続画像形成終
了後の記録ヘッド暴露時間を予測する（Ｓ８０８）。
【００６５】
　Ｓ８０８において予測された記録ヘッド暴露時間（予測記録ヘッド暴露時間）は、今回
の連続画像形成が開始される前に累計されてＲＡＭ６４Ｒに記憶されているヘッド暴露累
積時間に加算されて、この加算値が、ＲＡＭ６４Ｒに新たにヘッド暴露累積時間として記
憶される。続いて、この新たなヘッド暴露累積時間と、設定暴露時間Ｔａ（上記のクリー
ニングＡを原則として実行するために予め設定した暴露時間）とをメインコントローラ６
８（図３参照）において比較する（Ｓ８０９）。
【００６６】
　Ｓ８０９において、メインコントローラ６８（図３参照）で新たなヘッド暴露累積時間
が設定暴露時間Ｔａよりも大きい（Ｙｅｓ）と判定されたときはＳ８１０に進む。Ｓ８１
０では、メインコントローラ６８（図３参照）において上記の予測記録ヘッド暴露時間（
今回の連続画像形成だけにおける記録ヘッド暴露時間）を設定暴露時間Ｔａとを比較する
。メインコントローラ６８（図３参照）において上記の予測記録ヘッド暴露時間が設定暴
露時間Ｔａよりも小さいと判定されたときは、今回の連続画像形成の開始前にクリーニン
グＡを実行する（Ｓ８１１）。このクリーニングＡにより記録ヘッドからはインクが正常
に吐出されることとなる。また、上記の予測記録ヘッド暴露時間は設定暴露時間Ｔａより
も小さいので、今回の連続画像形成の途中でクリーニングＡが実行されることはない。Ｓ
８１１でクリーニングＡが実行されたので、Ｓ８１１に続いて、ＲＡＭ６４Ｒに記憶され
ているヘッド暴露累積時間（クリーニングＡ用のカウンタ）をクリアしてゼロにし（Ｓ８
１２）、今回の連続画像形成動作（記録動作）を開始する（Ｓ８１３）。
【００６７】
　Ｓ８１０において、メインコントローラ６８（図３参照）で上記の予測記録ヘッド暴露
時間が設定暴露時間Ｔａよりも大きいと判定されたときは、今回の連続画像形成の開始前
にクリーニングＡを実行しても、今回の連続画像形成中に再びクリーニングタイミングが
到来し、連続画像形成が中断されることとなる。そこで、Ｓ８１０において上記の予測記
録ヘッド暴露時間が設定暴露時間Ｔａよりも大きい（Ｙｅｓ）と判定されたときは、ラベ
ルプリンタ１０にエラー表示をし（Ｓ８１４）、ホストコンピュータ１２より連続記録枚
数の再指定を待ち（Ｓ８１５）、再度指定された枚数を元にＳ８０２に戻り吐出ドットカ
ウントの予測処理を行う。
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【００６８】
　上記の実施例では、ホストコンピュータ１２とラベルプリンタ１０が接続された形態で
あったが、その他にラベル貼り付け機などの外部機器とラベルプリンタ１０が接続された
形態であってもよい。その場合、外部機器とのＩ／Ｆとして例えばＲＳ－２３２Ｃなどの
通信により、連続記録枚数の指定が行われる形態が考えられる。また、その他の形態とし
てホストコンピュータ１２から指定される記録動作の単位が枚数ではなく、距離または時
間であってもよい。また、本発明は、複数の機器（例えば、ホストコンピュータ、インタ
フェイス機器、プリンタなど）から構成されるシステムに適用してもよく、また１つの機
器からなる装置（例えば、複写機、ファクシミリ装置など）に適用してもよい。さらに、
上述した実施例の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録した記憶媒体を
システム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰ
Ｕ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読出し実行することによっても、達成で
きることは言うまでもない。この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が
前述した実施形態の機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒
体は本発明を構成することになる。プログラムコードを供給するための記憶媒体としては
、例えば、フロッピ（登録商標）ディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディス
ク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭなどを用い
ることができる。
【００６９】
　また、コンピュータが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施
形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュー
タ上で稼働しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または全
部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現する場合も本発明に含まれる
ことは言うまでもない。
【００７０】
　さらに、記憶媒体から読出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後
、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わ
るＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態
の機能が実現される場合も本発明に含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明の一例であるラベルプリンタにホストコンピュータが接続されたシステム
構成を示す説明図である。
【図２】図１のラベルプリンタの概略構成を模式的に示す正面図である。
【図３】図２のラベルプリンタの電気的な系統を示すブロック図である。
【図４】連続ラベル紙の一部を示す平面図である。
【図５】ラベルプリンタ１０が使用される環境に基づいて設定されるクリーニングタイミ
ングの一例を示す説明図である。
【図６】記録ヘッド４０Ｋ～４０Ｙからインク滴が吐出された回数（吐出ドットカウント
）基づいて設定されるクリーニングタイミングの一例を示す説明図である。
【図７】温度と湿度によって変更される設定時間を示す説明図である。
【図８】本発明のインクジェット方式画像形成方法の一例を示すフロー図である。
【符号の説明】
【００７２】
１０　ラベルプリンタ
４０Ｋ、４０Ｃ、４０Ｍ、４０Ｙ　記録ヘッド
６４Ｒ　ＲＡＭ
６８　メインコントローラ
７８　ＲＯＭ
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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